
22025年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2025年2月10日

上場会社名 株式会社 大林組 上場取引所 東

コード番号 1802 URL https://www.obayashi.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長　兼　ＣＥＯ （氏名） 蓮輪　賢治

問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 高田　佳明 TEL 03-5769-1701

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト・機関投資家向け）

（百万円未満切捨て）

1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 1,881,161 10.6 97,172 89.8 105,684 73.0 95,551 101.2

2024年3月期第3四半期 1,701,549 18.1 51,208 △22.1 61,098 △16.3 47,492 △16.0

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　63,362百万円 （△40.8％） 2024年3月期第3四半期　　107,002百万円 （79.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 133.27 ―

2024年3月期第3四半期 66.24 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 3,064,322 1,189,900 37.3

2024年3月期 3,019,118 1,195,244 38.1

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 1,141,734百万円 2024年3月期 1,151,630百万円

（注）2025年3月期中間期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2024年3月期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定

　　の内容を反映させております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 21.00 ― 54.00 75.00

2025年3月期 ― 40.00 ―

2025年3月期（予想） 40.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,610,000 12.3 132,000 66.3 143,000 56.3 128,000 70.5 178.69

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

2025年3月期の連結業績予想につきましては、【添付資料】2ページ及び本日（2025年2月10日）公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご
覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、【添付資料】7ページ「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」を

ご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 721,509,646 株 2024年3月期 721,509,646 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 4,550,159 株 2024年3月期 4,510,656 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 716,989,466 株 2024年3月期3Q 716,960,546 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1. 連結業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】2ページ及び本日（2025年2月10日）公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご覧ください。

2. 当社は、本日（2025年2月10日）開催の取締役会において、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株

式取得に係る事項について決議しました。これにより、2025年3月期の連結業績予想における「1株当たり当期純利益」については、当該自己株式取得を考慮

して記載しております。

3. 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社

としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績・財政状態に関する概況

（１）経営成績に関する概況

　当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年12月31日）における当社グループの連結業績につきまして

は、売上高は国内建設事業における大型工事の進捗や海外土木事業におけるＭＷＨ社の連結子会社化等により、前

年同四半期比1,796億円（10.6％）増の１兆8,811億円となりました。損益の面では、国内建設事業において手持ち

工事の採算性が改善したことなどにより、営業利益は前年同四半期比459億円（89.8％）増の971億円、経常利益は

前年同四半期比445億円（73.0％）増の1,056億円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、政

策保有株式の売却等により、前年同四半期比480億円（101.2％）増の955億円となりました。

（２）財政状態に関する概況

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末比452億円（1.5％）増の３兆643億円となりまし

た。これは、「現金預金」が減少したことや政策保有株式の売却等により「投資有価証券」が減少した一方で、工

事代金債権（「受取手形・完成工事未収入金等」及び「電子記録債権」の合計）が増加したことなどによるもので

す。

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比505億円（2.8％）増の１兆8,744億円となりま

した。これは、工事代金の支払に係る債務（「支払手形・工事未払金等」及び「電子記録債務」の合計）が減少し

た一方で、「コマーシャル・ペーパー」などの有利子負債が増加したことなどによるものであり、有利子負債残高

は前連結会計年度末比1,157億円（35.7％）増の4,396億円となりました。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末比53億円（0.4％）減の１兆1,899億円となりま

した。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い「利益剰余金」が増加した一方で、「その他有価

証券評価差額金」が減少したことなどによるものです。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は37.3％となり、前連結会計年度末より0.8ポイン

ト低下しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期（2025年３月期）の連結業績につきましては、建設事業における手持ち工事の順調な進捗や採算性の改善、

政策保有株式売却の着実な進行などにより、売上高は２兆6,100億円（前回発表値比4.0％増）、営業利益は1,320

億円（同41.9％増）、経常利益は1,430億円（同45.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は1,280億円（同

47.1％増）となる見通しです。

　詳細につきましては、本日（2025年２月10日）公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご

覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 339,188 267,560

受取手形・完成工事未収入金等 1,036,514 1,148,033

電子記録債権 40,717 36,360

有価証券 8,430 11,592

販売用不動産 15,236 44,286

未成工事支出金 40,121 62,774

不動産事業支出金 35,530 35,719

ＰＦＩ等棚卸資産 4,847 3,517

その他の棚卸資産 15,788 16,199

未収入金 127,323 100,517

その他 32,709 62,445

貸倒引当金 △7,270 △7,160

流動資産合計 1,689,137 1,781,848

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 191,208 177,627

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 80,155 81,912

土地 413,163 421,888

リース資産（純額） 5,175 5,376

建設仮勘定 46,212 50,100

有形固定資産合計 735,914 736,905

無形固定資産 38,537 38,524

投資その他の資産

投資有価証券 422,583 363,903

長期貸付金 2,637 2,736

繰延税金資産 3,256 2,973

退職給付に係る資産 7,482 6,937

その他 119,721 130,645

貸倒引当金 △152 △152

投資その他の資産合計 555,529 507,044

固定資産合計 1,329,981 1,282,474

資産合計 3,019,118 3,064,322

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 676,252 681,803

電子記録債務 144,615 99,002

短期借入金 68,142 89,410

１年内返済予定のノンリコース借入金 8,252 9,478

コマーシャル・ペーパー － 92,000

１年内償還予定の社債 10,000 －

リース債務 2,105 2,342

未払法人税等 10,398 23,171

未成工事受入金 191,909 181,849

預り金 202,026 206,376

完成工事補償引当金 3,155 3,360

工事損失引当金 33,149 15,513

その他 83,510 83,591

流動負債合計 1,433,517 1,487,900

固定負債

社債 40,107 60,099

長期借入金 131,507 118,267

ノンリコース借入金 65,875 70,395

リース債務 6,915 7,102

繰延税金負債 48,689 32,897

再評価に係る繰延税金負債 17,931 17,655

役員株式給付引当金 625 526

環境対策引当金 23 －

退職給付に係る負債 51,914 51,894

その他 26,765 27,683

固定負債合計 390,356 386,522

負債合計 1,823,874 1,874,422

純資産の部

株主資本

資本金 57,752 57,752

資本剰余金 42,002 41,182

利益剰余金 773,841 802,535

自己株式 △2,711 △2,879

株主資本合計 870,884 898,591

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 205,623 157,796

繰延ヘッジ損益 15,341 17,234

土地再評価差額金 22,777 22,148

為替換算調整勘定 32,304 41,777

退職給付に係る調整累計額 4,698 4,187

その他の包括利益累計額合計 280,745 243,142

非支配株主持分 43,614 48,165

純資産合計 1,195,244 1,189,900

負債純資産合計 3,019,118 3,064,322
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高

完成工事高 1,632,068 1,807,866

不動産事業等売上高 69,480 73,295

売上高合計 1,701,549 1,881,161

売上原価

完成工事原価 1,492,627 1,620,442

不動産事業等売上原価 52,338 55,862

売上原価合計 1,544,966 1,676,305

売上総利益

完成工事総利益 139,440 187,423

不動産事業等総利益 17,142 17,432

売上総利益合計 156,583 204,856

販売費及び一般管理費 105,374 107,684

営業利益 51,208 97,172

営業外収益

受取利息 2,586 3,432

受取配当金 6,657 6,856

その他 3,691 2,400

営業外収益合計 12,935 12,689

営業外費用

支払利息 2,549 3,438

その他 497 738

営業外費用合計 3,046 4,176

経常利益 61,098 105,684

特別利益

投資有価証券売却益 12,099 34,621

その他 159 272

特別利益合計 12,259 34,894

特別損失

投資有価証券評価損 1,042 1,960

その他の投資評価損 1,099 －

その他 2,120 510

特別損失合計 4,262 2,471

税金等調整前四半期純利益 69,094 138,107

法人税、住民税及び事業税 16,100 34,509

法人税等調整額 4,206 5,424

法人税等合計 20,306 39,934

四半期純利益 48,787 98,173

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,295 2,621

親会社株主に帰属する四半期純利益 47,492 95,551

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 48,787 98,173

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,517 △47,851

繰延ヘッジ損益 2,813 1,443

為替換算調整勘定 19,073 12,171

退職給付に係る調整額 △358 △511

持分法適用会社に対する持分相当額 167 △63

その他の包括利益合計 58,214 △34,810

四半期包括利益 107,002 63,362

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 102,719 58,577

非支配株主に係る四半期包括利益 4,283 4,784

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用している。また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を

税務上繰り延べる場合の連結財務諸表における取扱いの見直しに関連する改正については、「税効果会計に係る

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）を第１四半期連結会計期間の期首から

適用している。これらによる四半期連結財務諸表への影響はない。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合　計国　内
建　築

海　外
建　築

国　内
土　木

海　外
土　木

不動産 計

売上高

外部顧客への売上高 928,527 345,957 270,801 86,782 33,590 1,665,658 35,890 1,701,549

セグメント間の

内部売上高又は振替高
28,701 58 11,248 － 684 40,692 8,229 48,921

セグメント売上高 957,228 346,015 282,049 86,782 34,274 1,706,350 44,120 1,750,471

営業利益又は営業損失

外部顧客売上高に対応する

営業利益又は営業損失（△）

（注２）

17,526 11,001 17,495 △4,109 8,860 50,774 434 51,208

セグメント間の

内部営業利益又は振替高
2,183 461 △112 － △41 2,491 △24 2,467

セグメント利益又は損失(△) 19,710 11,463 17,382 △4,109 8,818 53,266 409 53,675

（セグメント情報等の注記）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＰＦＩ事業、再生可能エネル

ギー事業及び金融事業等を含んでいる。

２　「外部顧客売上高に対応する営業利益又は営業損失」は、「セグメント利益又は損失」から「セグメント

間の内部営業利益又は振替高」を控除した金額であり、「外部顧客売上高に対応する営業利益又は営業損

失」の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合　計国　内
建　築

海　外
建　築

国　内
土　木

海　外
土　木

不動産 計

売上高

外部顧客への売上高 997,418 350,029 293,682 166,735 39,076 1,846,943 34,218 1,881,161

セグメント間の

内部売上高又は振替高
13,546 146 11,481 － 639 25,813 9,107 34,920

セグメント売上高 1,010,964 350,176 305,164 166,735 39,715 1,872,756 43,325 1,916,082

営業利益

外部顧客売上高に対応する

営業利益（注２）
43,358 8,671 31,017 4,911 7,709 95,669 1,502 97,172

セグメント間の

内部営業利益又は振替高
240 △116 △96 － △22 5 △21 △16

セグメント利益 43,599 8,555 30,921 4,911 7,686 95,674 1,480 97,155

利　益
前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

報告セグメント計 53,266 95,674

「その他」の区分の利益 409 1,480

セグメント間取引消去 △2,467 16

四半期連結損益計算書の営業利益 51,208 97,172

当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＰＦＩ事業、再生可能エネル

ギー事業及び金融事業等を含んでいる。

２　「外部顧客売上高に対応する営業利益」は、「セグメント利益」から「セグメント間の内部営業利益又は

振替高」を控除した金額であり、「外部顧客売上高に対応する営業利益」の合計額は、四半期連結損益計算

書の営業利益と一致している。

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項なし。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項なし。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 18,619百万円 22,687百万円

のれんの償却額 550 1,494

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりである。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、本日（2025年２月10日）開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適

用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議した。

１　自己株式の取得を行う理由

　当社は、「大林グループ中期経営計画2022追補」において、資本効率性をより重視した経営を推進し、成長

戦略の実行による持続的な利益成長を図るとともに、必要自己資本の水準を１兆円と設定し、戦略的な資本政

策を行うことで、現中期経営計画の最終年度である2026年度（2027年３月期）までに「自己資本当期純利益率

（ＲＯＥ）10％の達成」を目指すことを掲げている。

　今般、当社グループの業績及び投資計画の堅調な推移、政策保有株式の計画通りの縮減、安定的な財務状況

等を総合的に勘案の上、自己資本を適正にコントロールするため昨年３月に見直した資本政策に基づき、自己

資本配当率（ＤＯＥ）５％の配当の継続に加え2026年度末までに1,000億円規模の自己株式取得による追加還

元を行うこととし、その三分の一相当について速やかに買付を開始し、2025年６月30日までの買付完了を目指

す。

２　取得に係る事項の内容

（１）取得対象株式の種類　普通株式

（２）取得する株式の総数　20,000,000株（上限）

　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式除く）に対する割合2.8％）

（３）株式取得価額の総額　300億円（上限）

（４）取得期間　　　　　　2025年２月12日～2025年６月30日

（５）取得方法　　　　　　東京証券取引所における市場買付

（６）その他　　　　　　　本件により取得する自己株式については、会社法第178条の規定に基づく取締役会

　　　　　　　　　　　　　決議により、全て消却する予定である。
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